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n
月
3
日
、
松
代
小
学
校
、
松
代

中
学
校
、
公
民
館
を
会
場
に
町
総
合

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
場
に
は
、
児
童
、
生
徒
、
一

般
の
方
々
の
力
作
が
多
数
展
示
さ
れ

〈
菊
　
花
　
展
〉

〈
芸
能
発
表
会
〉

観
覧
の
人
々
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
松
代
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
n
の
団
体
が
出
演
し
、
唄
あ
り

踊
り
あ
り
、
ダ
ン
ス
あ
り
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
発
表
会
と
な
り
ま

〈
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
〉

農
業
祭
（
も
ち
つ
き
大
会
）

　
灘
刈

愛

し
た
。

　
な
か
で
も
、
犬
伏
裸
太
鼓
の
皆
さ

ん
は
、
中
学
校
の
芸
能
発
表
会
に
も

出
演
し
、
ち
び
っ
子
の
バ
チ
さ
ば
き

は
大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手
喝
釆
を
浴

び
ま
し
た
。

農
業
祭
（
歌
の
祭
典
）

　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　『　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　一　　『　一一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　『　　　　　『　　　『　　一　一一
　
8
月
1
0
日
北
山
小
学
校
恒
例
の
親

子
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
ば
か
り
は
、
母
ち
ゃ
ん
方

も
子
ど
も
に
負
け
る
も
の
か
と
大
ハ

ッ
ス
ル
〃

　
　
　
　
　
　
灘
．
“

轡
鴛

飛
・
認
　
　
簸
慧

　
　
　
　
　
　
騰
鱗

　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　

蓼
・
撒
　
㈱

勢
雛
．

　
　
灘
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
北
山
小
児
童
会
が
管
理
し
て
い
る

児
童
公
園
内
の
さ
つ
ま
い
も
畑
の
い

も
ほ
り
を
行
う
。

　
例
年
に
な
く
大
き
な
さ
つ
ま
い
も

が
子
ど
も
達
に
よ
っ
て
堀
り
お
こ
さ

れ
、
そ
の
た
び
に
歓
声
が
あ
が
る
。

　
こ
れ
ら
の
さ
つ
ま
い
も
は
n
月
中

旬
の
児
童
会
主
催
の
「
や
き
い
も
大

会
」
で
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
1
0
月
2
2
日
莇
平
小
・
北
山
小
親
善

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ
両
校
の
子

ど
も
達
は
思
う
存
分
、
秋
の
陽
ざ
し

を
あ
げ
て
グ
ラ
ン
ド
を
元
気
い
っ
ぱ

い
、
か
け
ず
り
ま
わ
る
。

　
曝
．

　
、
蜘
榊
榊

、
纏
．
為

　
鷺
■
．

　
欝
、

　
謀
　
い
翰

　
ゆ
　
ド
の
セ

鷺
．
’
惣

蒙
’
、
纂

藩

》γ
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近
年
文
化
活
動
に
対
す
る
要
求
が

一
段
と
高
ま
る
中
で
、
郡
内
各
町
村

も
こ
れ
に
応
じ
て
文
化
祭
等
は
盛
大

に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
郡
内
町
村
間

の
文
化
交
流
は
、
と
ざ
さ
れ
て
お
り

各
方
面
か
ら
郡
展
の
開
催
を
望
む
声

も
多
く
こ
の
た
び
第
一
回
郡
美
術
展

が
1
0
月
2
3
日
2
4
日
の
二
日
間
松
之
山

町
を
会
場
に
開
か
れ
た
。

　
◎
展
示
品
数

　
　
書
道
　
一
一
七
、
絵
画
　
八
六

　
　
彫
塑
・
工
芸
　
三
二

　
　
写
真
九
七
計
三
三
六

　
◎
入
賞
者
（
松
代
町
関
係
）

書
道
の
部

　
郡
展
賞

　
奨
励
賞

　
　
〃

写
真
の
部

　
奨
励
賞

西
潟
浩
平
（
福
島
）

高
野
義
男
（
松
代
）

美
濃
和
あ
つ
（
福
島
）

一

灘　醸萎

、
凄
欝
瓢

踊

高
橋
多
一
郎
（
莇
平
）

鐵雛

故
郷
に絵
画
を

　
こ
の
郡
展
に
千
葉
県
在
住
（
蒲
生

出
身
）
の
小
堺
徹
さ
ん
が
第
6
回
新

芸
術
協
会
展
で
銀
賞
受
賞
作
品
（
絵

題
も
が
り
笛
）
一
〇
〇
号
を
参
考
作

品
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
町
に

寄
贈
す
る
と
の
う
れ
し
い
お
便
り
を

い
た
だ
き
町
で
は
来
秋
完
成
予
定
の

総
合
体
育
館
に
飾
り
、
披
露
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
小
堺
先
生
の
益
々
の
ご
精
進
を
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
ご
厚
意
に
深
甚

な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

作大の贈寄

犠
懸
蕊

難
欝

難轟

灘

鞍
鐘
簿

難鰯

　　　　　灘

　　　灘

　　　　

戸
籍
の
窓
ロ

十
月
分
受
付

醗
御
結
婚

井
上
政
身
・
中
村
久
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
寺
田
・
林
）

関
谷
則
雄
・
春
日
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
善
屋
）

若
月
義
則
・
柳
　
典
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
孟
地
・
向
）

山
本
一
男
・
石
田
明
美

　
　
　
　
　
　
（
孟
地
・
堂
ノ
下
）

室
岡
修
平
・
柳

魁
佐
藤
良
作

関
谷
藤
作

秋
山
イ
チ

中
村
忠
永

山
岸
キ
イ

鈴
木
ハ
ッ

山
岸
正
信

柳
半
次
郎

鈴
木
イ
シ

貞
子

（
千
年
・
原
桶
屋
）

お
悔
み

70　77　76　78　88　74　87　68　58

歳歳歳歳歳歳歳歳歳

松千寺松蒲田清松室
代年田代生代水代野

上
合
田

田
端
屋

助
五
郎

林
屋
長
兵
エ

仙
之
助

か
み
牛
宿
半
七
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昭
和
五
＋
四
年
度

よ
り
県
営
農
免
農
道

整
備
事
業
と
し
て
継

続
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
室
野
儀
明
線

が
こ
の
た
び
全
線
改

良
、
舗
装
が
完
了
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
農
道
は
沿
線

農
地
の
農
業
用
道
路

の
み
な
ら
ず
、
主
要

地
方
道
、
上
越
安
塚
・

松
之
山
線
と
国
道
二

五
三
号
線
を
む
す
ぶ

連
絡
線
形
で
あ
り
、
室
野
浦
田
地
区

住
民
の
上
越
市
へ
の
最
短
路
線
、
い

わ
ゆ
る
バ
イ
パ
ス
的
な
役
割
を
も
は

た
す
も
の
で
す
．

　
こ
の
た
め
一
般
の
農
免
道
路
よ
り

巾
員
が
広
く
全
巾
五
、
五
m
の
完
全

舗
装
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
総
延
長
一
、
八
七
六
m
、
総
工
事
費

一
億
九
千
九
百
七
〇
万
で
完
成
し
た

農
免
農
道
は
今
後
町
の
重
要
基
幹
道

路
と
し
て
の
役
割
り
を
果
た
す
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

粥
塾
　
餐
つ
k
ノ
．
～

、
亀
識
周
．
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

▽穰～パ

、γ
「「●翼
ヤ　　　

の

＼ぐσ姻細
』＿■＼▲

識瀕
繊
覧
露
駄

＼
　
・
鯛
り
、
　
　
　
　
讐
榎
．

3
悌
淋
．
．
蓋
盲
、

　
　
　
、
　
小
施
モ
濯
．
．

　
　
　
、
、
　
　
、
、
　
－
－
a

（、　　　　　　　　℃〈、、刃　ル，、
　　　　　　　　　　　　　　　　亀「
　　　　　　肇再－執…斗

ノ　　5ズ臼・＝．・ま　　　＼
、ヤミ　　　　・り・　♂

、1’ρミ戦ここここ　（v

　　　娠イ．　・ハハ．誉≧：

（）

　、
ζしト

　　1、

し一　、〉

＼〉

＿．　」蚕∫
／）
，引セ

1廓
、　※
、～　’・

4〆ハーK
　採

　
　
　
　
　
　
N
☆
　
　
』
忍
．

　
べ
き
　
　
、
＼
～

　
　
　
　
ヒ

、
識
．
，
、
ン
　
、
　
・
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、
♂

　
　
　
ド
ハ
の

　
　
　
　
諺
．
麗
む

　
M
㌧
＼メ
ヘ
撰
惹

　
　
　
2
”
．
曳
踏
》
輔

　
　
　
、
へ
　
　
　
〆
罷
9
．
一
錘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
・
　
　
　
　
。
　
9

　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
曳
　
　
　
　
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
o

じ
　
ム
　

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
の

♂
＾
擁
ノ
e
［
　
　
　
　
　
●
・
6
汽
ρ
．
．
面

奪
　
　
、
　
．
く
．
ユ
＼
賂

、
、
袴
繕
、
》

熱
嘱
♂
点

緊
　　　　　　　　＼

契矯

》
ρ
、

　
　
農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
小
荒
戸
農
道
開
設
さ
れ
る

　
事
業
実
施
二
ヶ
年
目
を
む
か
え
た
。

農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
小
荒
戸
農
道

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
農
道
は
延
長
二
七
一
m
巾
員

四
m
で
事
業
費
八
二
〇
万
円
で
開
設

さ
れ
た
も
の
で
、
町
道
会
沢
、
菅
刈
、

池
之
畑
線
の
小
荒
戸
橋
附
近
よ
り
分

岐
し
北
越
北
線
の
工
事
用
側
道
に
接

続
し
て
い
る
た
め
、
小
荒
戸
部
落
の

小
中
学
児
童
の
通
学
道
路
と
し
て
の

役
目
も
果
た
す
も
の
で
す
。

還
灘
　
灘欝

　
、
、
蕊

池
尻
と
桐
山
に
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
こ
の
た
び
池
尻
に
農
村
地
域
定
住

促
進
対
策
事
業
で
、
桐
山
に
県
単
事

業
で
そ
れ
ぞ
れ
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

大
・
小
会
議
室
、
調
理
実
習
室
、
農

産
物
集
出
荷
室
（
物
置
）
が
主
な
室

池尻
と
し
て
設
置
さ
れ
、
地
域
の
農
林
業

の
振
興
、
住
民
の
交
流
促
進
、
生
活

改
善
を
図
る
た
め
の
研
修
等
集
落
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
大

い
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

桐山
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日
米
貿
易
摩
擦
の
焦
点
と
な
っ
て

い
る
牛
肉
・
オ
レ
ン
ジ
類
の
自
由
化

を
め
ぐ
る
日
米
農
産
物
交
渉
は
、
完

全
自
由
化
と
い
う
米
側
の
要
求
を
日

本
側
は
拒
否
し
、
今
後
の
交
渉
日
程

も
決
ま
ら
な
い
ま
ま
物
別
れ
に
終
わ

り
、
農
家
保
護
の
強
い
姿
勢
が
印
象

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
近
の
不
安
定
な
国
際

　
一
方
、
肉
用
牛
等
の
草
食
主
体
の

家
畜
は
、
林
野
の
割
合
が
多
い
当
町

の
地
域
性
か
ら
み
て
、
こ
う
し
た
土

地
を
利
用
し
て
の
生
産
が
可
能
で
あ

り
、
か
な
り
の
飼
料
が
自
給
で
き
る

の
で
不
安
は
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

　
で
は
、
牛
を
飼
養
す
る
に
は
実
際

ど
の
く
ら
い
の
労
働
力
が
必
要
で
し

よ
う
か
．

情
勢
の
中
で
農
業
は
、
土
地
資
源
の

有
効
利
用
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
な

い
と
外
圧
に
よ
る
不
安
は
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
．

　
畜
産
関
係
に
限
っ
て
言
え
ば
、
に

わ
と
り
や
豚
の
中
小
家
畜
は
、
そ
の

飼
料
量
の
過
半
は
海
外
に
依
存
し
て

お
り
、
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
際
の

打
撃
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
飼
養
管
理
は
、

飼
料
の
調
理
・
給

与
、
給
水
、
敷
料

の
搬
入
、
た
い
肥

の
搬
出
、
手
入
れ
・

運
動
等
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、

生
産
費
調
査
に
よ

り
ま
す
と
一
頭
・

一
日
三
十
四
分
と

い
う
数
字
が
で
て

い
ま
す
．
労
働
内

容
も
軽
度
で
、
主

婦
の
方
で
も
一
～

二
頭
な
ら
少
々
忙

し
く
て
も
＋
分
飼

え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

粗
飼
料
（
野
草
、
稲
ワ
ラ
等
）
の
確

保
の
労
働
力
で
す
。
牛
の
飼
料
頭
数

は
、
粗
飼
料
確
保
の
量
で
決
ま
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
頭
化
を
め
ざ
し
て
も
、
濃
厚
飼
料

（
購
買
飼
料
）
が
経
営
を
圧
迫
す
る

の
で
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
主
婦
一
人
で
飼
え
る
和
牛
の
限
度

は
、
せ
い
ぜ
い
母
牛
五
～
六
頭
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
場
は
、
野
草
を
一
頭
・
一
日
四

十
五
～
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
与
え
て
や

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
体
重
を
推
持
す

る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
妊
娠
末
期
で
も

栄
養
分
は
充
分
で
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
農
繁
期
と
冬
期
間
の
良
質

粗
飼
料
確
保
の
た
め
飼
料
畑
の
造
成

は
、
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に
お
い

て
も
飼
料
作
物
は
、
大
豆
と
共
に
特

1．水田を飼料畑へ造成～水田利用再編農地改良事業～

定
作
物
に
分
類
さ
れ
高
額
な
奨
励
補

助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
良
質
粗
飼
料
の
給
与
は
、
生
産
費

の
軽
減
ば
か
り
で
な
く
牛
の
健
康
上

か
ら
も
よ
く
、
連
産
に
非
常
に
役
だ

つ
と
い
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
次
の
事
業
に
よ
り
飼

料
基
盤
の
整
備
を
推
し
進
め
、
自
給

率
の
向
上
と
畜
産
経
営
の
安
定
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
畜
産
に
関
す
る
照
会
は
、
産
業
課

・
畜
産
係
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

補　　　　助　　　　率 採　　択　　基　　準

個
　
　
人

1反～3反歩未満 40％ 　水田利用再編対策にかか

る水田の転作畑造成事業に

必要な取付道路その他の施

設の新設または変更。

　ただし事業費は、1反歩

当ヒ）25万円を限度とする。

3反～1町歩未満 50％

共
　
　
同

1反～3反歩未満 60％

3反～1町歩未満 70％

2．水田以外を飼料畑へ造成～農地開発事業～

補　　助　　率 採　　　択　　　基　　　準

個人は30％ 水田以外の土地1反歩以上の飼料畑造成

に必要な取付道路、施設、開こん等。

限度額なし。共同は50％

※面積が1町歩以上の場合には、高補助率の他事業があります。

出稼者の正月帰省バス

申込みは……

　
今
年
も
出
稼
者
の
正
月
帰
省
バ
ス

を
次
の
様
に
運
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

希
望
の
方
は
期
日
内
に
役
場
の
職
業

係
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◎
申
込
み
期
日

　
　
　
　
十
二
月
十
日
ま
で

◎
出
発
日

※
東
京
方
面
　
十
二
月
二
十
八
・
二

　
　
十
九
・
三
十
日
。

※
名
古
屋
方
面
　
十
二
月
二
十
八
・

　
　
三
＋
日
．

◎
集
合
場
所
は

※
東
京
方
面
　
上
野
駐
車
場

※
名
古
屋
方
面
　
新
幹
線
入
口

　
（
集
合
時
間
は
両
方
と
も
午
後
八

　
　
時
ま
で
時
間
厳
守
）

◎
料
金
は

※
東
京
方
面
　
四
千
四
百
円

※
名
古
屋
方
面
　
五
千
二
百
円

　
今
年
は
新
幹
線
等
の
利
用
も
あ
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
充
分
連
絡

を
取
ら
れ
て
申
し
込
み
下
さ
い
。
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の
し

1
生
命
保
険
と
税
金
ー

　
多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や
交
通

事
故
な
ど
突
然
の
災
難
に
備
え
て
、

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と

す
る
生
命
保
険
や
簡
易
生
命
保
険
の

保
険
料
、
郵
便
年
金
や
生
命
共
済
の

掛
金
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ

の
年
中
の
支
払
金
額
に
応
じ
て
、
最

高
五
万
円
が
「
生
命
保
険
料
控
除
」

と
し
て
、
そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
金
を

受
け
取
っ
た
場
合
は
、
契
約
内
容
な

ど
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
課
税
関
係

が
生
じ
ま
す
．

一
　
満
期
保
険
金
を
受
け
取
つ
た
場

　
合
　
O
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

り

　
　
が
保
険
金
受
取
人
の
場
合

　
　
受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら
負
担

　
　
し
た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
金

　
　
額
に
対
し
て
、
一
時
所
得
と
し

　
　
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
口
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

　
　
が
保
険
金
受
取
人
以
外
の
人
の

　
　
場
合

　
　
保
険
金
受
取
人
に
贈
与
税
が
か

　
　
か
り
ま
す
。

二
　
死
亡
保
険
金
を
受
け
取
つ
た
場

　
合
　
O
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

　
　
が
亡
く
な
っ
た
人
の
場
合

　
　
保
険
金
受
取
人
に
相
続
税
が
か

　
　
か
り
ま
す
。

　
口
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

　
　
が
保
険
金
受
取
人
の
場
合

　
　
受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら
負
担

　
　
し
た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
金

　
　
額
に
対
し
て
、
一
時
所
得
と
し

　
　
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
口
　
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

　
　
が
保
険
金
受
取
人
で
も
亡
く
な

　
　
っ
た
人
で
も
な
い
場
合

　
　
保
険
金
受
取
人
に
贈
与
税
が
か

　
　
か
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・

税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

罵羅

　
天
ぷ
ら
な
べ
に
御
注
意
〃

　
一
般
的
に
天
ぷ
ら
火
災
は
、
そ
の

大
半
が
揚
げ
て
い
る
最
中
に
火
を
つ

け
た
ま
ま
「
ち
ょ
っ
と
台
所
を
離
れ

た
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
み
す
み
す
大

切
な
財
産
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
天
ぷ
ら
火
災
の
最
大
の
防
御
は
）

イ
、
絶
対
に
台
所
か
ら
離
れ
な
い
。

ロ
、
も
し
離
れ
る
時
は
、
短
か
い
時

　
間
で
も
必
ら
ず
火
を
消
す
。

！．麟講

火焚予蔓リ三ii⑦、

（
も
し
天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
入
っ
た

ら
）イ
、
あ
わ
て
ず
ま
ず
ガ
ス
の
栓
を
閉

　
め
る
。

ロ
、
消
火
器
が
近
く
に
あ
る
と
き
は

　
消
火
器
で
消
火
す
る
。

ハ
、
ふ
た
が
あ
る
と
き
は
、
ふ
た
を

　
し
て
ぬ
れ
ぞ
う
き
ん
で
覆
う
。

二
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
大
き
め
の
布

　
を
ぬ
ら
し
て
覆
い
か
ぶ
せ
る
。

　
自
分
の
体
を
火
か
ら
守
る
の
に
も

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

　
カ
キ
は
勢
定
法
を

　
　
　
間
違
う
な
か
れ

　
カ
キ
の
花
芽
は
前
年
度
の
び
た
枝

の
先
端
に
つ
き
ま
す
。
ど
の
枝
に
も

で
き
る
わ
け
で
な
く
、
太
く
て
充
実

し
た
も
の
に
し
か
つ
き
ま
せ
ん
。
カ

キ
の
勇
定
は
冬
の
間
で
す
か
ら
、
花

芽
を
も
ち
そ
う
な
枝
と
、
持
ち
そ
う

も
な
い
枝
と
を
選
び
分
け
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
が
カ
キ
の
勇

定
の
コ
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
メ

や
ボ
ケ
は
冬
に
な
る
こ
ろ
に
は
花
芽

と
葉
芽
と
の
ち
が
い
が
は
っ
き
り
わ

か
り
ま
す
か
ら
、
花
芽
の
み
残
し
て

勇
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
す
が
、
カ

キ
は
冬
に
は
ま
っ
た
く
見
分
け
が
つ

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
目
安
と
し
て
前

年
度
実
の
つ
い
た
も
の
を
ま
ず
切
り

ま
す
。
同
じ
枝
に
二
年
続
け
て
つ
く

こ
と
は
ま
ず
な
い
か
ら
で
す
。
次
に

昨
年
実
の
つ
か
な
か
っ
た
う
ち
太
く

　
役
立
つ
．

ホ
、
水
分
の
な
い
野
菜
を
ど
ん
ど
ん

　
入
れ
る
。

（
台
所
を
離
れ
た
理
由
は
）

イ
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
。

ロ
、
訪
ね
て
き
た
人
や
セ
！
ル
ス
マ

　
ン
と
話
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

ハ
、
ほ
か
の
家
事
を
し
て
い
た
。

　
な
ど
が
原
因
で
す
。

※
　
こ
れ
か
ら
火
を
使
う
機
会
が
多

　
く
な
り
ま
す
の
で
、
一
人
一
人
が

　
火
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了

心
で
用
心
・

目
で
用
心
．

て
充
実
し
た
も
の
は
残
し
、
や
や
弱

い
も
の
は
二
～
三
芽
残
し
て
切
り
ま

す
。

翌年の花芽

　　　蘭　饗飾
　　　　離》騨・

蜘欝緋認
喚こ二で切る（轡眠
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模
範
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は

　
　
　
更
新
時
の
講
習
が

　
　
　
　
　
　
　
　
簡
単
に

　
十
一
月
一
日
生
れ
の
方
か
ら
実
施

さ
れ
る
制
度
で
、
過
去
三
年
間
無
事

故
、
無
違
反
者
の
方
（
但
し
初
回
更

新
者
を
除
く
）
は
優
良
運
転
者
と
し

て
従
来
の
更
新
時
講
習
は
免
除
さ
れ

警
察
の
窓
口
で
更
新
手
続
が
済
ん
だ

あ
と
で
資
料
を
渡
し
簡
単
な
説
明
を

聞
く
だ
け
で
終
り
ま
す
。

●一〇

糊堅爆ぴ

　
昭
和
4
5
年
6
月
、
北
海
道
日
高
管

内
S
町
の
国
道
で
、
3
8
歳
の
会
社
貝

が
酒
酔
い
運
転
で
追
越
し
を
か
け
、

対
向
車
と
正
面
衝
突
し
相
方
と
も
死

亡
し
た
。
こ
の
酒
酔
い
運
転
の
家
族

は
妻
（
3
2
歳
）
と
5
歳
及
び
3
歳
に

な
る
二
人
の
子
供
が
お
り
、
そ
れ
ま

　
ゆで
明
る
い
平
和
な
生
活
を
お
く
っ
て

い
た
が
、
こ
の
事
故
に
よ
り
一
瞬
に

し
て
幸
せ
な
生
活
が
崩
れ
さ
り
、
前

途
を
悲
嘆
し
た
妻
は
警
察
署
長
宛
に

遺
書
を
残
し
、
可
愛
い
二
人
の
子
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
o

な
り
ま
す

　
但
し
、
こ
の
簡
素
化
講
習
は
あ
く

ま
で
も
警
察
の
窓
口
の
み
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
4
月
か
ら
1
1
月
ま
で
松

代
総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
出
張
免
許
更
新
に
つ
い
て
は
適

用
さ
れ
ず
、
当
日
午
後
か
ら
の
更
新

時
講
習
を
受
け
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

を
道
連
れ
に
自
殺
し
た
。

　
こ
れ
は
そ
の
時
の
遺
書
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
私
は
も
う
生
き
て
ゆ
く
こ
ん
き
も

力
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
署
長
様
、
ご
承
知
の
よ
う
に
私
の

夫
も
死
に
ま
し
た
。
そ
し
て
相
手
の

人
も
死
に
ま
し
た
。

　
夫
は
自
業
自
得
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
ら
如
何
よ
う
に
責
め
ら
れ
て
も
し

か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
あ
と
に

残
っ
た
私
と
子
供
二
人
に
ま
で
そ
の

責
任
が
あ
る
の
で
し
よ
う
か
。

　
私
に
財
産
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、

ご
遺
族
の
方
の
気
の
済
む
よ
う
に
弁

償
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
お

金
を
あ
げ
た
か
ら
と
言
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
人
の
命
を
元
通
り
に
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
が
…
…
。

　
で
も
私
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
将
来
家
を
た
て
る
た
め
に

貯
金
し
て
い
た
お
金
が
九
十
七
万
円

程
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
私
は
こ
の
お
金
と
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
洗
た
く
機
、
洋
服
タ
ン
ス
、

時
計
、
指
輪
、
夫
の
洋
服
等
も
売
り

ま
し
た
代
金
二
十
三
万
円
と
合
せ
て

百
二
十
万
円
を
お
見
舞
金
と
し
て
、

ま
た
夫
の
退
職
金
を
も
全
部
差
し
上

げ
る
条
件
で
ご
遺
族
の
家
に
持
っ
て

い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
ご
両
親
は
「
こ
ん
な
少

額
で
は
納
得
で
き
な
い
か
ら
も
っ
と

お
金
を
出
し
な
さ
い
」
と
申
し
ま
す

私
は
こ
の
お
金
が
私
の
全
財
産
で
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
お
金

を
調
達
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の

で
幾
重
に
も
私
の
事
情
を
申
し
上
げ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
ご
両
親
は
親
戚
回
り
を

し
て
も
賠
償
金
を
出
し
な
さ
い
と
申

し
ま
す
。
で
も
、
夫
の
親
戚
も
私
の

親
戚
も
決
し
て
余
裕
の
あ
る
生
活
は

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ぼ
う
大
な
金
額

を
調
達
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
出
来

な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
す
る
と
次
は
私
に
働
い
て
毎
日
一

万
円
ず
つ
弁
償
し
な
さ
い
と
申
し
ま

す
。
私
の
よ
う
な
学
歴
も
な
く
手
職

も
な
い
人
間
に
何
万
も
す
る
給
料
を

払
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

ょ
う
か
。
た
と
え
就
職
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
と
こ
ろ
で
、
弁
済
金
と

家
賃
を
払
っ
て
し
ま
う
と
生
活
費
に

ま
で
ま
わ
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
し
て
親
子
三
人

生
活
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う

か
。
罪
の
な
い
子
供
た
ち
と
生
活
だ

け
は
近
所
の
子
供
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
し
て
あ
げ
た
い
と
願
う
の
は
母
と

し
て
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
子
供
た
ち
は
「
お
父
さ
ん
ど
う
し

た
の
」
　
「
な
ぜ
テ
レ
ビ
が
な
く
な
っ

た
の
」
　
「
テ
レ
ビ
が
み
た
い
」
と
せ

が
ま
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
は
今
す
や

す
や
ね
む
っ
て
お
ヶ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
の
も
と
に
行
け

る
の
も
知
ら
ず
に
！

　
署
長
さ
ん
、
こ
の
小
さ
な
子
供
の

命
を
う
ば
う
母
を
ば
か
な
女
と
お
よ

び
下
さ
い
。
で
も
、
子
供
を
の
こ
し

た
な
ら
、
あ
と
の
子
供
た
ち
の
生
活

を
考
え
る
と
あ
わ
れ
で
な
り
ま
せ
ん
。

親
子
三
人
で
お
父
さ
ん
の
も
と
に
ま

い
り
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
ご
両
親
の
お
っ
し
や
る

こ
と
は
決
し
て
ご
無
理
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
夫
さ
え
、
酒
を

飲
ま
ず
に
運
転
し
て
い
た
な
ら
ば
、

決
し
て
ご
子
息
様
を
死
な
せ
ず
に
済

ん
だ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
と
子
供
二
人
の
命
と
ひ
き
か
え

に
夫
の
罪
を
お
ゆ
る
し
下
さ
る
よ
う
、

ご
遺
族
の
ご
両
親
様
に
お
と
り
は
か

り
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
＊

　
こ
れ
は
血
の
に
じ
む
文
字
で
書
か

か
れ
た
運
転
者
へ
の
戒
め
で
あ
る
。

　
日
常
の
生
活
に
は
事
欠
か
な
い
中

流
家
庭
で
も
、
万
一
こ
の
よ
う
な

事
故
を
起
す
と
生
活
の
歯
車
が
狂
っ

て
こ
の
よ
う
な
結
末
に
終
る
こ
と
を

各
運
転
者
は
脳
裏
に
刻
み
こ
み
、
こ

の
「
遺
書
」
を
読
ん
で
飲
酒
運
転
の

恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
安
全
運
転
に
心
し
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
松
代
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　
1
0
月
1
7
日
午
後
、
城
山
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場
で
、
第
四
回
の
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
弓
を
手
に
す
る
人
や
、

毎
日
腕
を
み
が
い
て
い
る
人
が
、
A
、

B
、
C
の
ラ
ン
ク
別
で
優
勝
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

　
　
　
入
　
賞
　
者

A
ラ
ン
ク

　
一
位
高
橋
清
　
（
松
代
）

　
二
位
関
谷
八
郎
　
（
松
代
）

　
三
位
　
高
橋
多
一
郎
（
莇
平
）

B
ラ
ン
ク

　
一
位
池
田
岩
夫
　
（
田
野
倉
）

　
二
位
関
谷
定
一
郎
（
松
代
）

　
三
位
　
植
木
直
栄
　
（
松
代
）

C
ラ
ン
ク

　
一
位
高
橋
芳
平
　
（
松
代
）

　
二
位
市
川
英
世
　
（
松
代
）

　
三
位
　
樋
口
堅
一
　
（
松
代
）
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総務、環境改善と

　　健全育成部会

開催される

　
十
月
二
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時

よ
り
午
後
三
時
半
ま
で
松
代
町
の
総

合
セ
ン
タ
ー
で
松
代
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
の
事
業
で
あ
る
総
務
・
環

境
改
善
と
健
全
育
成
部
会
が
開
催
さ

れ
た
。
天
候
に
は
恵
ぐ
ま
れ
た
が
、

参
加
者
が
少
な
く
残
念
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
よ
い
研
修
会
で
あ
り
、
有

意
義
で
あ
っ
た
。

　
午
前
は
講
師
に
、
上
越
教
育
事
務

所
社
会
福
祉
課
長
田
中
恵
殿
の
お
話

を
お
き
き
し
た
。

　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
先
生
に
暴

力
を
ふ
る
っ
た
り
、
親
を
あ
や
ま
ら

せ
た
り
す
る
子
ど
も
が
い
る
が
驚
い

て
し
ま
う
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
思
春
期
と

社
会
的
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。
い
つ

れ
に
し
て
も
私
ど
も
は
大
い
に
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
子
ど
も
に
は
三
つ
の
顔
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
家
庭
と
学
校
と

地
域
で
の
顔
で
あ
る
。
生
き
生
き
と

し
た
顔
は
指
導
が
上
手
で
あ
り
楽
し

い
生
活
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
し
、
何
と
な
く
さ
え
な
い
顔
、
く

も
っ
た
顔
を
し
て
い
る
と
き
は
問
題

を
起
し
た
か
、
－
起
す
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
考
え
て
み
る
と
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
の
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
を
ほ
り
お
こ
し
、
十

分
な
躾
、
指
導
を
し
よ
う
で
は
な
い

か
と
、
事
例
を
あ
げ
具
体
的
に
話
を

さ
れ
た
。

　
午
後
は
二
つ
の
分
科
会
に
別
か
れ

約
一
時
間
半
の
意
見
交
換
を
し
た
。

　
総
務
・
環
境
改
善
部
会
で
は

ー
、
青
少
年
を
健
全
育
成
す
る
に
は

関
係
機
関
・
団
体
が
ど
の
よ
う
に
連

絡
・
協
調
し
て
い
く
の
が
よ
い
だ
ろ

う
か
。

　
ω
　
学
校
、
P
T
A
関
係
者
と
の

連
絡
を
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
す
べ
き

だ
。
　
⑭
　
関
係
機
関
・
団
体
の
方
々
か

ら
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
話
あ
い
を
す

る
こ
と
が
大
切
だ
が
、
そ
の
呼
び
か

け
は
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

2
、
町
民
会
議
を
ど
の
よ
う
に
組
織
、

運
営
し
て
い
く
こ
と
が
青
少
年
の
育

成
に
役
立
つ
だ
ろ
う
か
。

　
ω
　
も
っ
と
若
い
方
々
か
ら
会
員

に
な
っ
て
も
ら
い
、
役
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
⑭
　
一
度
会
員
に
な
っ
た
ら
途
中

退
会
す
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
更
に

仲
間
を
集
め
る
よ
う
努
力
し
よ
う
。

　
㈹
　
会
貝
各
自
が
青
少
年
を
育
成

す
る
と
言
う
意
識
を
持
ち
、
で
き
る

だ
け
会
合
に
参
加
す
べ
き
だ
。

3
、
町
民
会
議
は
ど
の
よ
う
な
行
事

を
計
画
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
最
も

の
ぞ
ま
し
い
か
。

　
ω
　
高
校
生
の
下
宿
の
問
題
が
あ

る
。
高
校
側
と
話
し
あ
い
を
も
っ
た

ら
ど
う
か
。

　
⑭
　
高
校
生
の
下
宿
す
る
家
庭
、

下
宿
を
す
る
家
庭
の
方
々
か
ら
会
員

に
な
っ
て
も
ら
お
う
。

　
⑥
　
部
落
こ
ん
だ
ん
会
は
た
い
へ

ん
よ
い
。
も
っ
と
多
く
し
た
ら
。

　
ゆ
　
行
事
を
多
く
す
る
こ
と
は
結

構
だ
が
、
余
暇
と
経
費
の
問
題
が
あ

る
。4
、
青
少
年
活
動
の
指
導
者
育
成
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
ω
　
講
習
会
、
研
修
会
に
沢
山
参

加
す
る
よ
う
よ
び
か
け
る
。

　
⑭
　
青
少
年
の
育
成
に
町
民
会
議

だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
会
が
あ
ξ
。

そ
れ
ら
と
の
関
連
で
指
導
者
の
確
保

を
考
え
ら
れ
な
い
も
の
か
。

5
、
青
少
年
の
育
成
に
町
民
か
ら
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
ω
　
交
通
や
消
防
の
よ
う
に
青
少

年
育
成
の
強
調
週
間
と
か
月
間
（
こ

れ
は
夏
休
み
が
よ
い
）
を
も
っ
た
ら

ど
う
か
。

　
⑭
　
広
報
等
に
よ
り
普
及
す
る
。

　
㈹
　
会
員
一
人
が
必
ず
一
人
以
上

会
員
を
募
集
す
る
。

6
、
地
域
に
は
子
ど
も
を
不
良
化
す

る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
の
原

因
は
何
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
と
り
の
ぞ

く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
ω
　
万
引
が
あ
る
。
万
引
す
る
も

の
は
勿
論
悪
い
が
、
万
引
さ
れ
る
側

か
ら
も
十
分
対
策
を
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
⑭
　
自
動
販
売
機
が
民
家
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
感
心
し
な
い
。

　
㈹
　
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
が
あ

　
　
　
　
、

　おる
（4）いが　　子供にできる二とを

　て’親がしてしまい
タほ乗　　　　　　　　　、
バし物　 家庭での役割を与えなし

コ　いに

　
　
　
乗
物
に
は
必
ず
鍵
を
か
け
て

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
タ
バ
コ
を
吸
う
、
酒
を
飲
ん

で
も
注
意
し
な
い
よ
う
だ
が
、
未
然

に
防
ぐ
方
法
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
㈲
　
子
ど
も
と
よ
く
話
し
あ
い
、

い
た
づ
ら
し
て
み
よ
う
と
す
る
心
を

早
目
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
健
全
育
成
部
会
で
は
（
総
務
・
環

境
改
善
部
会
と
同
じ
意
見
は
省
略
し

た
）1
、
松
代
町
に
は
ど
ん
な
青
少
年
の

間
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
ω
　
子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
遊
び

を
み
て
い
る
と
力
強
さ
が
な
い
。

　
の
　
女
子
高
校
生
の
中
に
も
、
自

動
販
売
機
か
ら
タ
バ
コ
を
買
う
姿
が

み
ら
れ
る
。

　
⑥
　
ト
ン
ネ
ル
・
町
外
で
の
バ
イ

ク
の
暴
走
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
ゆ
　
バ
イ
ク
の
行
動
範
囲
は
広
く

古
街
地
で
デ
ス
コ
喫
茶
に
出
入
り
し

て
い
る
。

　
㈲
　
一
歩
町
外
に
出
る
と
精
神
が

不
安
定
と
な
り
脱
線
す
る
。

　
㈲
　
都
市
で
お
こ
っ
て
い
る
非
行

問
題
は
や
が
て
当
町
で
も
お
こ
る
と

思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。

　
ω
　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
す

時
間
が
少
な
い
の
で
で
き
る
限
り
親

子
、
家
族
の
対
話
が
必
要
だ
。

　
ω
　
蒲
生
で
は
「
明
る
い
地
域
づ

く
り
」
の
活
動
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
雪
像
作
り
、
ス
キ
ー
大

会
を
行
な
い
、
老
若
男
女
全
員
で
取

組
ん
で
い
る
誠
に
結
構
の
こ
と
だ
。

　
⑥
　
太
平
で
は
「
明
る
い
地
域
づ

く
り
」
を
始
め
て
八
年
に
な
る
。
近

年
部
落
の
連
帯
・
協
力
誠
に
う
ま
く

い
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
行
事
に
積

極
的
に
な
っ
て
き
た
。

　
㈲
　
正
し
く
箸
を
も
つ
こ
と
、
歯

を
み
が
く
こ
と
等
の
習
慣
を
身
に
つ

ナ
よ
う
。

‘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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＼　
㈲
　
自
分
の
子
以
外
で
も
、
責
任

を
も
っ
て
注
意
す
る
勇
気
を
持
と
う
。

3
、
子
ど
も
会
の
育
成
に
は
ど
ん
な

問
題
が
あ
り
、
ど
う
す
る
こ
と
が
最

も
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
の

　
ω
　
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
子

ど
も
会
の
育
成
中
で
、
育
成
会
指
導

の
あ
り
方
も
明
る
い
地
域
づ
く
り
も

で
き
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ω
　
子
ど
も
会
の
活
動
、
部
落
行

事
へ
の
参
加
は
殆
ん
ど
小
学
生
で
あ

り
、
中
・
高
校
生
の
参
加
が
少
な
い
。

よ
い
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
㈹
　
こ
ど
も
会
の
世
話
役
は
小
学

生
の
両
親
で
あ
り
、
小
学
校
を
卒
業

す
る
と
世
話
役
を
や
め
て
し
ま
う
が
、

い
つ
ま
で
も
関
心
を
も
っ
て
、
め
ん

ど
う
み
て
ほ
し
い
。

　
ゆ
　
こ
ど
も
が
自
か
ら
計
画
し
、

実
践
す
る
組
織
作
り
と
同
時
に
育
成

会
の
指
導
、
援
助
も
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
全
体
会
で
、
分
科
会
報
告

を
行
い
、
本
日
の
全
日
程
が
終
了
し

た
。
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妊
娠
　
期

〈
特
徴
〉

　
●
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
は
妊
娠
2
ヶ
月

頃
よ
り
つ
く
ら
れ
は
じ
め
、
ま
た
4

～
5
ヶ
月
頃
に
は
、
6
歳
臼
歯
と
呼

ば
れ
る
永
久
歯
で
最
初
に
生
え
て
く

る
歯
が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
ま
す
。

〈
気
を
つ
け
る
こ
と
〉

　
●
妊
娠
す
る
と
、
か
た
よ
り
が
ち

な
食
事
に
な
り
ま
す
が
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
カ

ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
、
鉄
分

や
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
も
必
要
で
す
。

　
●
妊
娠
す
る
と
、
つ
い
歯
口
清
掃

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
口

の
中
を
清
潔
に
。

　
●
妊
娠
中
の
歯
科
治
療
は
、
4
～

6
ヶ
月
頃
の
安
定
期
間
に
受
け
ま
し

よ
う
。

　
　
授
乳
期
（
出
生
～
5
・
6
ヶ
月
）

〈
特
徴
〉

　
●
赤
ち
ゃ
ん
の
ア
ゴ
の
中
で
は
、

乳
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
の
ほ
と
ん
ど
が

形
成
さ
れ
、
永
久
歯
も
形
成
さ
れ
は

じ
め
て
い
ま
す
。
手
に
持
っ
た
物
は

何
で
も
口
に
入
れ
た
が
り
ま
す
。

〈
気
を
つ
け
る
こ
と
〉

　
●
母
乳
で
育
て
る
こ
と
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。
ミ
ル
ク
や
果
汁
に
砂

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

　
糖
を
入
れ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
離
乳
期
（
5
・
6
ケ
月
～
1
年
）

　
　
〈
特
徴
〉

　
　
　
●
7
・
8
ヶ
月
頃
よ
り
、
下
の
乳
中

　
　
切
歯
が
生
え
、
そ
の
後
次
々
と
乳
歯

が
生
え
て
き
ま
す
。
離
乳
食
が
は
じ

ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
の
味
を

覚
え
ま
す
の
で
本
格
的
に
む
し
歯
予

防
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

〈
気
を
つ
け
る
こ
と
〉

　
●
離
乳
食
は
自
然
な
味
を
覚
え
さ

せ
る
よ
う
に
し
味
つ
け
は
薄
い
味
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
●
哺
乳
ビ
ン
で
乳
酸
飲
料
、
ジ
ュ

ー
ス
、
砂
糖
入
り
湯
ざ
ま
し
な
ど
を

飲
ま
せ
る
の
は
、
む
し
歯
を
つ
く
り

ま
す
か
ら
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
●
眠
り
な
が
ら
母
乳
を
飲
ま
せ
た

り
、
哺
乳
ビ
ン
の
使
用
は
、
む
し
歯

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
●
こ
の
時
期
の
お
や
つ
は
、
離
乳

食
の
一
部
と
考
え
、
甘
い
物
は
さ
け

ま
し
ょ
う
。

　
●
8
ヶ
月
頃
よ
り
、
コ
ツ
プ
で
飲

ま
せ
る
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
●
食
べ
た
後
や
寝
る
前
に
は
、
ガ

ー
ゼ
や
脱
脂
綿
で
み
が
い
て
下
さ
い
。

　
1
歳
6
ヶ
月
頃
の
子
ど
も

　
〈
特
徴
〉

　
　
乳
歯
は
1
6
本
ぐ
ら
い
生
え
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

　
す
が
、
す
で
に
L
％
の
子
供
に
む

　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
し
歯
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
●
食
べ
物
の
種
類
が
増
え
る
時

　
期
で
あ
り
、
甘
い
物
の
味
を
覚
え

　
る
機
会
が
多
く
な
る
の
で
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
。

　
　
●
歯
ブ
ラ
シ
は
ま
だ
一
人
で
は

　
で
き
ま
せ
ん
が
、
親
の
マ
ネ
を
し

　
た
が
る
の
で
そ
そ
れ
を
上
手
に
利

用
し
て
習
慣
づ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
・
つ
。

　
〈
気
を
つ
け
る
こ
と
〉

　
●
甘
味
嗜
好
が
強
め
ら
れ
、
定
着

す
る
事
が
多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
お
や
つ
は
食
事
で
不
足
す
る
栄

養
分
を
補
う
た
め
に
与
え
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
お
や
つ
と
し
て
の
楽
し

さ
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
に
し
ま
し
ょ

・
つ
。
　
●
寝
る
前
は
お
母
さ
ん
の
寝
か
せ

み
が
き
に
よ
っ
て
歯
を
き
れ
い
に
し

て
下
さ
い
。
み
が
き
方
は
、
歯
ブ
ラ

シ
の
先
を
歯
面
に
当
て
、
ご
し
ご
し

み
が
き
の
要
領
で
歯
ブ
ラ
シ
を
動
か

し
汚
れ
を
と
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、

ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
は
、
2
歳
の
頃
に

は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
や
つ
の
後
は
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
　
3
歳
頃
の
子
ど
も

〈
特
徴
〉

　
●
2
歳
半
頃
に
乳
歯
は
全
部
生
え

そ
ろ
い
ま
す
が
、
脳
％
の
子
ど
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　

む
し
歯
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
●
大
人
と
同
じ
よ
う
な
食
事
や
菓

子
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
お
や
つ

の
と
り
あ
つ
か
い
が
む
ず
か
し
く
な

り
ま
す
。

〈
気
を
つ
け
る
こ
と
〉

　
●
お
や
つ
は
、
甘
食
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
す

る
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給

で
す
．

　
●
砂
糖
を
多
量
に
含
ん
だ
粘
着
性

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な

ど
甘
味
品
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
●
歯
ブ
ラ
シ
は
自
分
で
み
が
け
る

よ
う
に
練
習
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
寝
る

前
は
お
母
さ
ん
の
仕
上
げ
み
が
き
を

し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歪

　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
熔
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ゲ
／

あ
な
た

騨
劉

老
齢
年
金
の

　
　
計
算
方
法
は

の
国
民
年
金
読
講

計
算
し
て
み
ま
せ
ん
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
左
の
計

算
式
に
よ
っ
て
簡
単
に
計
算
で
き
ま

す
。　
図
の
①
は
、
基
本
的
な
式
で
、
老

齢
年
金
お
よ
び
通
算
老
齢
年
金
の
年

金
額
を
計
算
し
ま
す
。

②
は
、
付
加
保
険
料
を
払
っ
た
人
に

加
算
さ
れ
る
付
加
年
金
で
す
。

③
は
、
加
入
期
間
が
一
〇
年
か
ら
二

四
年
の
間
で
支
給
さ
れ
る
老
齢
年
金

に
加
算
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　
実
際
に
計
算
し
て
　
年
額
で
一
〇

〇
円
未
満
の
端
数
が
出
る
と
、
五
〇

円
以
上
は
切
り
上
げ
、
五
〇
円
未
満

は
切
り
捨
て
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
六
五

齢
支
給
が
原
則
で
す
が
、
六
〇
歳
以

降
希
望
し
た
時
か
ら
受
給
で
き
る
繰

り
上
げ
支
給
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
年
金
額
は
、
支
給
開
始
年

齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
一
度
減
額
さ
れ
た
年
金
額
は
、
一

生
続
き
、
六
五
歳
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
も
元
に
戻
ら
な
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
．

国民年金の計算式（年額）

①定額年金

騰鰹曝懸麟婆轡羅

　　　　　　十
②付加年金

　　　　　十
③特例加算

麟巖1獺
　　　　、灘、塗縫霧
雛灘翻数、

翻騰講㈱灘雛i鐵灘F辮

※付加年金にはスライドはありません。

※57年度の物価スライド率は1．122です。

　
三
五
歳
は

　
　
　
国
民
年
金
の

　
　
　
　
　
　
赤
信
号

　
国
民
年
金
は
、
二
五
年
と
い
う
長

期
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
老

後
の
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
六
〇
歳

ま
で
に
二
五
年
の
加
入
期
間
を
満
た

す
に
は
、
三
五
歳
が
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
、
そ
れ
も
、
一
回
の
納
め
忘
れ
も

許
さ
れ
ま
せ
ん
．

　
強
制
加
入
者
の
場
合
、
時
効
前
の

二
年
分
ま
で
保
険
料
を
納
付
で
き
ま

す
か
ら
、
厳
密
に
い
う
と
三
七
歳
ま

で
大
丈
夫
で
す
が
、
そ
れ
が
ギ
リ
ギ

リ
の
限
界
、
も
う
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
「
老
後
の
こ
と
を
今
か
ら
な
ん
て

と
て
も
と
て
も
…
…
一
と
、
の
ん
び

り
構
え
て
い
る
と
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
年
金
を
も
ら
え
る
権
利
を
自
分

の
手
で
逃
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
．

　
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、
万
一

の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
障
害
年
金

や
、
母
子
年
金
な
ど
の
生
活
保
障
も

あ
る
か
ら
で
す
．

　
若
い
頃
か
ら
、
関
心
を
持
っ
て
お

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

今年の4月（16年加入）

　　65歳でもらう年金は

　　　　　　　　　（16年＝192月）

定額年金

十付加年金

十特例加算

鶏1（月額39，025円）

定額年額

十付加年金

特例加算　　　＋

　　瀦醗叢㈱騰響灘獺鞭灘響輔奮，㈱翻

　　　　　　549，615円

　　　　　　　　×

60歳支給減額率58％

　　　　　　　　ll

　　　　　綿捻，灘鐵薦　（月額26，566円）

今年の4月（21年加入）

　　60歳でもらう年金は

　　　　　　　　　　（21年252月）
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参
議
院
識
員
選
挙
は
来
年
7
月
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
現
在

の
全
国
区
は
候
補
者
個
人
へ
投
票
す

る
の
で
は
な
く
、
政
党
そ
の
他
の
政

治
団
体
へ
投
票
す
る
こ
と
に
か
わ
り

ま
t
た
。
各
党
の
得
票
数
に
よ
っ
て

各
党
か
ら
の
当
選
者
の
数
が
決
ま
り

ま
す
。

　
地
方
区
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お

り
個
人
へ
の
投
票
で
す
。

　
実
際
に
投
票
所
で
全
国
区
の
投
票

を
す
る
場
合
、
名
簿
を
提
出
し
た
政

党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略

称
、
名
簿
に
載
っ
て
い
る
候
補
者
の

氏
名
、
当
選
人
に
な
れ
る
順
位
が
掲

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

十
分
に
参
考
に
し
た
う
え
で
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
ま
た
は
略

称
を
一
つ
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
こ
の
投
票
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
長

い
間
行
な
っ
て
き
た
個
人
へ
の
投
票

を
考
え
る
と
多
少
親
し
み
に
く
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
投
票
の
際
に
は

投
票
所
内
で
の
指
示
、
注
意
等
に
従

っ
て
せ
っ
か
く
の
投
票
が
無
効
と
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
．

参議院選挙の新しい仕組

50人

当選者

分
△
△
党
ロ
ロ
党

を
配
る
⇒
⇒

票
で
め

囎
額
一
…
垂
…
＝

勤
鮭
ζ
奪

各
ド
当
O
O
党
×
×
党

政党名を書く

　投票用紙

○
○
党

開票・選挙会

一176人

　
　
　
新

投票

…票葦…票…＿＝

…………塁…
xO△男口xO子ムロ○

得票数の上位者から
当選者を決める

投票用紙

政党単位で行う
立候補者個人の
選挙戦は禁止

TV
O

（政党が提出する
今名薄に載ること
ま
で　　　　　中
　　　　　央の　　　　　選
全　　　　管

選挙戦

×
○
△
男

立候補

立候補者個人
名を書く

り
戦
通
挙
で
選
る

ま
の
え

れ
人
行

こ
個
が

47選挙区

☆

　　湖ポ

本人もしくは

推せん人が届け出る

比
例
代
表
選
出
議
員

（
今
ま
で
の
地
方
区
）

選
挙
区
選
出
議
員

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対

し
て
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込
み

受
付
け
を
次
の
要
領
に
よ
り
行
な
っ

て
い
ま
す
。

一
、
受
付
期
間

　
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
日
㈱
か

　
ら
十
一
月
三
十
日
㈹
ま
で

二
、
選
択
方
法

　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ
り
行
い
ま

　
す
。

三
、
融
資
額
及
び
利
率
（
左
表
）

110m2超
50m2 住

135m2超 ～135m2以下 宅
～110m2以下 床 の

～150m2以下 （135m2超 面

～165m2以下）
（135m2以下） 積

当
初

7．3％ 6．5％ 5．5％ 十 利

年
間

十

一

7．3％ 7．3％ 7．3％ 年
目
率

以
降

融

530万円 530万円 480万円 限 資
度
額

（
注
）
ア
、

　
　
イ
、

（
　
）
は
老
人
同
居
等
の
場
合

融
資
限
度
額
は
、
木
造
で
建
て
る
場
合

四
、
返
済
期
問

　
木
造
の
場
合
二
十
五
年
以
内

五
、
申
込
場
所

　
住
宅
建
設
場
所
と
同
一
県
内
の
「

　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と

　
表
示
し
た
金
融
機
関

　
（
当
町
で
は
農
業
協
同
組
合
）

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅

　
金
融
公
庫
北
関
東
支
所
（
電
話
1
1

（
〇
二
七
二
）
1
三
二
－
六
六
五

五
）
又
は
農
業
協
同
組
合
で
ご
相

談
下
さ
い
。

ρ田田。
田

　
　
　
■

　
　
　
亀

　
　
　
1
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文　
　
芸

匪
に
「
郵

．
茜
瀞
一

　
コ
で
ア畿

　
短
歌
離
　
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

明
日
発
つ
と
氷
雨
に
ぬ
れ
て
窓
ふ
さ

ぐ
君
の
釘
打
つ
音
聞
き
て
お
り

捨
て
ら
れ
し
家
財
道
具
を
傘
さ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
う
へ
な

見
て
お
り
時
代
を
諾
い
は
せ
ず

豚
を
飼
い
葉
煙
草
を
作
り
出
稼
ぎ
に

耐
え
居
し
友
の
今
日
は
去
り
ゆ
く

山
を
け
ず
り
石
も
く
だ
き
し
父
祖
の

田
も
継
ぐ
者
な
く
て
草
に
埋
も
る
る

離
農
す
る
荷
物
の
谷
間
に
友
達
は
今

夜
か
ぎ
り
の
寝
布
団
を
敷
く

松
苧
の
山
い
ま
見
お
さ
め
と
件
つ
人

　
ふ
な
や
撫
の
若
葉
は
尾
根
に
つ
づ
く
も

　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
m
月
1
8
日
・
克
雪
セ
ン
タ
ー

幽
か
な
る
風
に
も
ゆ
る
る
秋
桜

輪
台
を
つ
け
れ
ば
菊
は
菊
ら
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

乱
れ
れ
ば
乱
る
る
も
よ
し
秋
桜

過
疎
の
駅
立
て
ば
一
面
ソ
バ
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

菊
手
入
れ
今
日
の
陽
差
し
の
柔
か
し

鳶
の
舞
う
西
陽
の
遠
く
若
紅
葉

焔
畑
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

は
　
さ

稲
架
匂
う
こ
の
村
に
生
き
五
十
年

芒
野
を
へ
だ
て
米
山
・
日
本
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

ひ
っ
そ
り
と
紅
葉
が
包
む
野
々
海
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
で
り

野
良
仕
事
手
早
く
済
み
し
秋
旱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

秋
晴
れ
の
母
の
葬
儀
や
洞
泉
寺

咲
き
出
せ
ば
お
か
か
手
を
貸
す
菊
の

鉢
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

本
堂
に
金
木
犀
の
香
ぞ
清
し

銀
杏
の
た
わ
わ
に
な
り
て
子
と
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

老
松
の
秀
ま
で
絡
み
し
蔦
紅
葉

借
り
て
読
む
長
き
夜
独
り
三
国
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

町
小
路
そ
ぞ
ろ
歩
き
に
秋
の
月

晩
秋
の
川
瀬
の
流
れ
月
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

此
の
頃
は
鈴
虫
の
音
の
細
く
な
り

短
日
や
旅
行
帰
り
の
夫
迎
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

出
品
の
菊
を
頼
む
と
夫
は
旅

秋
の
日
を
小
枝
の
ゆ
れ
て
さ
え
ぎ
ら

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

土
の
手
で
蚊
を
払
い
つ
つ
墓
掃
除

砂
盛
り
て
ト
ン
ボ
の
墓
は
瓶
に
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

天
高
し
鳶
は
し
ず
か
に
舞
い
に
け
り

不
具
の
身
も
秋
に
一
ト
役
電
話
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

秋
晴
れ
や
小
さ
く
見
ゆ
る
我
が
家
哉

山
風
に
吹
か
れ
て
白
し
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

葉
先
だ
け
紅
き
楓
を
野
良
土
産

雲
足
の
怪
し
急
い
で
籾
仕
舞
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

雲
あ
し
の
速
さ
に
逃
げ
る
稲
車

秋
晴
れ
や
自
転
車
同
志
語
り
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

　
　
蒲
生
句
会

　
　
　
1
0
月
2
5
日
・
集
落
セ
ン
タ
ー

西
日
射
す
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
草
紅
葉

　
　
　
　
　
い
ろ
ど

鳥
渡
る
山
裾
彩
り
深
め
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

こ
こ
よ
り
は
上
り
坂
な
る
柿
紅
葉

稲
架
の
穂
を
な
ぜ
て
農
夫
の
立
ち
去

り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

稲
架
解
き
て
日
和
よ
ろ
こ
ぶ
立
話

家
事
終
え
て
鈴
虫
を
聞
く
厨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

田
仕
舞
の
配
水
ホ
ー
ス
木
に
吊
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
す

来
合
わ
せ
て
籾
干
し
助
け
る
薬
売
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

急
ぎ
足
暫
し
と
ど
め
る
菊
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫

山
仕
舞
妻
と
二
人
の
と
ろ
ろ
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折

柿
漁
る
む
さ
さ
び
写
す
月
明
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

熱灘警ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　
＼
　
　
　
。
￥

　
ノ
イ
ノ
ワ
i
市
民
ラ
ジ
オ
と
呼
ば

れ
る
高
出
力
で
多
く
の
電
波
を
発
射

で
き
る
無
線
機
は
使
用
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
使
用
し
ま
す
と
他
の
無
線

局
の
通
信
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ス

テ
レ
オ
な
ど
に
妨
害
を
与
え
み
ん
な

の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
は
電

波
を
発
射
し
う
る
状
態
に
し
て

い
る
だ
け
で
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

（
昭
和
58
年
1
月
1
日
か
ら
）

　
例
え
ば
ト
ラ
ッ
ク
等
の
運
転

席
に
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ

を
取
付
け
、
電
波
を
発
射
で
き

る
状
態
に
し
た
人
は
実
際
に
使

用
し
な
く
て
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
、
ハ
イ
パ
ワ
ー

市
民
ラ
ジ
オ
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

使
用
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
買
わ
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
場
合

は
絶
対
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

　
ご
近
所
の
方
ま
た
は
知
り
あ
い
の

方
で
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
を
使

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
．
、
や
め
る
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
信
越
電
波
監
理
局
）

鞭溢，脇
　　　奴、　

l

　　　　　J

　　（ハイパワー市民ラジオ）

ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
は


